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2023年 9月号 

知っておきたい最新の動き

先端技術キーワード解説

 
 

[超薄型音力発電素子] 
 

今月（2023年 9月）、東京大学 染谷隆夫教授らによる研究グループは、会話や音楽、環境騒音などを

利用して発電できる「音力発電素子」を開発したと発表しました。総厚みは 50μmと極めて薄く、電力密

度も世界最高レベルを実現したとのことです。どのようなものでしょうか。 

 

１．開発した超薄型音力発電素子 

 

開発した超薄型音力発電素子は、電界紡糸

法（注）を用いて作製した複数のナノファイ

バーシートを積層したものです。圧力を受け

ると起電力を発生する圧電材料であるポリフ

ッ化ビニリデン（PVDF）ナノファイバーシ

ートを、2 層のナノファイバー電極シートで

挟んだ構造です。 

 

 ナノファイバーシートは、ファイバー径が

数百ナノメートルという多数のファイバーに

よって形成されています。シート上に多数の

微細な穴があるため全ての層に通気性があり、

音による空気の振動は PVDF ナノファイバーシートに直接伝わります。しかも、PVDFナノファイバーシ

ートを形成するファイバーの配光を一方向としました。 

 

 その結果、115dBの音源に対し、電力密度は 8.2W/m2という世界最高レベルを達成したとのことです。 

 

（注）電界紡糸法：溶解した材料に電界を印加し、紡糸する手法。細く尖ったノズルに高電圧をかけて液

状の材料を噴出させることによって、直径がナノ寸法のファイバーを作ることができます。 

 

２．超薄型音力発電素子を用いた性能確認 

 

本ナノメッシュ音力発電素子をマスクに貼りつけ、

実証実験を行ったところ、会話の音や周辺からの音

楽を電力に変換し、マスク上の LED を発光させる

ことに成功したとのことです。 

 

また、温湿度センサーで計測した温度と湿度のデ

ータを無線転送するセンサーシステムの電力源とし

て利用できることも確認したとのことです。 

 

 

 



 - 2 - 

３．今後の展開 

 

環境発電技術の中で、音響エネルギーを用いた発電は、光や温度などを用いたエネルギー源に比べて季

節や地域の気候変動の影響を受けにくいため、持続的な電力源としての可能性が注目されています。 
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（注） 

 本解説は、執筆当時の状況に基づいて解説をしております。ご覧になる時には、状況が変わっている可

能性がありますので、ご注意をお願いします。 

 

無断転載、転用は固くお断りいたします。 
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